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プ レ ス 発 表 資 料
平成29年 1月 31日

平成２９年度弘前大学の予算内示について

運営費交付金等

平成２９年度予算額 １０４億９１２万円 (対前年度比 △１億４,００６万円)

〔内訳〕基幹運営費交付金等 94億 7,116万円 (△ 4,772万円）

機能強化の方向性に応じた重点支援 ＋7,542万円

その他 △1億 2,314万円

特殊要因運営費交付金(退職手当等) 9億 3,796万円 (△ 9,234万円 )

◆ 主要事項

〔組織整備関係〕

【教職大学院の設置】

大学院教育学研究科に｢教職実践専攻(教職大学院)｣を新設○

青森県が直面する教育課題の解決を目指した教育実践を創造し，リード○
していく教員を養成

主に現職教員を対象とした ｢ミドルリーダー養成コース ｣と，学部卒者を○
対象とした｢教育実践開発コース｣の２コースを設置

○教職大学院設置に伴う教育学研究科の改組について(入学定員)

改組前 改組後

・学校教育専攻(修士課程) ６人 ・学校教育専攻(修士課程) １６人
・教科教育専攻(修士課程) ２３人 ・教職実践専攻(専門職学位課程) １６人
・養護教育専攻(修士課程) ３人

計 ３２人 計 ３２人

〔機能強化の方向性に応じた重点支援〕 ２億１,３６７万円
(対前年度比 ＋７,５４２万円)

第３期中期目標期間における運営費交付金については，各大学の機能強○
化に向けた取組を支援するため ｢３つの重点支援の枠組み ｣ごとに重点支
援を実施(本学は，主に｢地域貢献｣の枠組みである重点支援①を選択)

本学は，既存の３戦略に新たな戦略を１つ加えた４つの戦略を機能強化○
の取組として提案

地 域 志 向 教 育 を 核新 戦 略 は ， 全 学 的 な 教 育 改 革 を 推 進 す る 事 業 で あ る ｢○
とした地域創生人財を育成する教育システムの構築｣

平成29年度は，各大学から機能強化係数に基づいて拠出された約100億円○
を，戦略ごとの評価結果を踏まえて再配分

本学は，再配分等により前年度比＋7,542万円 (再配分率 117.9%)○

◇本学が機能強化の取組として掲げている戦略
戦略１：アグリ･ライフ･グリーン分野における地域の特性･資源を活かしたイノベーション創出･人材育成

戦略２：こころ･からだの健康増進に向けた社会医学的観点からの総合的な健康づくり教育研究拠点の形成

戦略３：被ばく医療における安心･安全を確保するための国際的な放射線科学教育研究の推進

戦略４：地域志向教育を核とした地域創生人財を育成する教育システムの構築［新戦略］
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【参 考】本学が機能強化の取組として掲げている戦略の概要

戦略 １

アグリ ･ライフ ･グリーン分野における地域の特性 ･資源を活かしたイノベーシ
ョン創出･人材育成

弘前大学が自治体や地元企業等と連携して培ってきた強み･特色である ｢食＝ア
グリ｣， ｢健康 (医工連携)＝ライフ ｣， ｢再生可能エネルギー＝グリーン｣の 3分野を
活かし，総合大学ならではの理系 ･人文社会系の“知”を結集するとともに，更
なる連携の強化や地域の特性 ･資源を最大限に活用することで，地域活性化に向
けたオール弘前大学によるイノベーション創出と人材育成を目指す。

戦略 ２

こころ ･からだの健康増進に向けた社会医学的観点からの総合的な健康づくり
教育研究拠点の形成

“住民の健康度向上”を最大テーマにした我が国初の本格的な社会医学的教育
研究拠点を自治体や企業等との連携の下で形成し，11年間のデータ蓄積がある大
規模教育研究フィールドを活かした，こころとからだの健康増進に繋がる社会医
学的な教育，研究，社会貢献活動を推進する。また，教育 ･研究成果を着実に社
会実装することで，地域の健康寿命延伸と活性化に繋がる ｢健康対策青森パッケ
ージ｣として国内外に向けて発信する。

戦略 ３

被ばく医療における安心 ･安全を確保するための国際的な放射線科学教育研究
の推進

原子力関連施設を擁する地域特性に鑑み，さらに弘前大学がこれまで培ってき
「 」 ， 「 」た 被ばく医療 での人的･知的資源を最大限に活用し 全学的な 放射線科学

及び「被ばく医療」に係る教育 ･研究の国際拠点を構築し，特にアジア諸国を中
心に国内外における国際的な高度専門職業人を育成する。さらに，当該分野にお
けるリーダーシップを発揮し，国の被ばく医療機関として放射線事故等有事の際
には，診療面も含め世界的な貢献を果たす。

戦略 ４ [新戦略]

地域志向教育を核とした地域創生人財を育成する教育システムの構築

グローバルな視点や専門知識を活かし地域社会のリーダーになり得る，横断的
基礎知識とマインドを備えた｢地域創生人財｣の育成を目指し，地域の人材や資源
を活用して地域実情を実践的に学ぶ地域志向教育を展開する。また，学生の主体
的 ･能動的学修へと教育の質的転換を進める。そのため，教育改革を推進する全
学的な教学マネジメント体制を確立し，三つのポリシーに基づく入口から出口ま
での体系的で組織的な大学教育を展開する。

（お問い合わせ）
財務部財務企画課長 村市 悟
TEL:0172-39-3031
E-mail:jm3031@hirosaki-u.ac.jp


